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北名古屋市議会だより vol.75

編 集 後 記

令和３年第２回定例会の予定

≪皆様の声をお聞かせください≫
議会だよりをより充実させるため、皆様からの
ご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

議会事務局

新型コロナウイルス感染拡大により、緊急事態宣言が出され、外出もできず不自由な
生活をされたことと思います。そして、未だ終息しておりません。そんな中、令和３年
度予算編成にあたり、個人市民税の減収等により、厳しい予算となっていますが、議会
として、市民生活に影響が出ないか等、様々な角度から行政に質問をしました。その内
容を特集で掲載しておりますので、皆様のお声をお聞かせください。
今後も、より多くの方に読んでいただけるよう、充実した紙面づくり、工夫を重ねて
まいりますので、よろしくお願いします。

第1回定例会の結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P．6 一般質問・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P．8
市議会モニター意見箱・傍聴案内・・・・P．17 第２回定例会の予定、編集後記・・・・・・・P．18
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快適で利便性の高いまちづくり
●私立認定こども園運営支援 9,600万円
●障害者グループホームに関する事業 2,100万円
●(仮称)第6特養建設に関する事業 9,600万円
●地域包括支援センターの増設 8,200万円
●母子保健事業 1.2億円
●温水プール整備費負担 3,500万円

持続可能な財政運営へ極めて厳しい予算特 集
令和3年度一般会計当初予算

歳 出（性質別）主な使い道
扶助費

人件費

公債費

普通建設事業費

物件費

補助費等

繰出金

その他

市税
繰入金
諸収入
繰越金

使用料及び手数料
その他

国庫支出金
県支出金

市債
地方消費税交付金

地方交付税
その他

市税や使用料・
手数料など市が
決めて集める
お金など

自主財源

国や県から
もらえる

お金や借金など

依存財源

北名古屋市は
財政がそんなに
苦しいの！？

令和3年度 主な事業 ～ずっと住み続けたいと思えるようなまちをめざして～

●北名古屋沖村西部土地区画整理 8.9億円
●次世代企業立地促進奨励金 2.7億円

●市民協働学び支援推進事業 500万円
●自治会振興事業 5,200万円

●スクール・サポート・スタッフの配置 1,100万円
●学校ICT支援業務 200万円

安全・安心で環境にやさしいまちづくり 協働と連携のまちづくり

魅力的で活力あるまちづくり豊かな学びと心を育み文化の薫るまちづくり

健康で生きがいを持って暮らせるまちづくり

新 た な 財 源 確 保 まちづくり振興基金の創設

●地域強靭化計画の策定 900万円
●自転車乗車用ヘルメット購入補助 80万円

●市内循環バス 8,800万円
●徳重・名古屋芸大駅周辺まちづくり 2,400万円
●西春駅東部地区新市街地整備検討 300万円

●東公民館→廃止
●西図書館→廃止
●憩いの家とくしげ→廃止
●総合体育館トレーニング室→軽運動室
●健康ドーム元気測定・健康サポートジム、
　ジャンボプール→令和3年度休止

●幼児給食費無料化の見直し
●児童クラブ、放課後子ども教室
　利用料の見直し
●遺児手当の見直し
●国民健康保険税の引上げ

●職員数削減　18人削減
●市長、副市長、教育長、統括参事の
　給料及び期末手当等　10％カット
●管理職手当　10%カット

各種団体補助の縮減

△3,200万円

公共施設の廃止・休止

△7,600万円
各種福祉等制度の見直し

△2.5億円
人件費の縮減

△2.9億円

建設事業の縮減・先送り

△2.3億円
各種イベントの中止

△5,600万円
●地域自治推進事業補助
●資源分別活動補助
●交通安全協会補助・防犯協会補助
●スポーツ協会補助
●老人クラブ補助

●道路改良工事の縮減
●能田中央公園実施設計、
　西春駅東口街路灯取替工事、
　文化勤労会館外壁屋上改修設計、
　東図書館外壁改修工事　先送り

●平和夏まつり ●桜まつり
●金婚祝賀式 ●敬老会
●パペットフェスタ
●市民体育祭
●ふるさとマラソン

特徴１
基金の取崩し減少
7.5億円 特徴２

市税の減少
6.3億円特徴３

不要な土地の
売却による財源確保
2.9億円

介護保険など特別会計に支払うお金

団体への補助金や一部事務組合の負担金など

光熱水費や業務を外注したときに支払うお金

道路や公共施設の整備に使うお金

借金を返済するためのお金

職員の給与として支払うお金

生活保護や各種医療費に使うお金

歳 入
歳入歳出総額 279億円 (対前年度比 14.9億円減少 [5.1％減少])

詳しい
審議内容は
次のページへ！

　　福祉施策など市民の要望に応えることを優先し、公共施設の統廃合な
ど行政改革への取組が遅れたことに加え、コロナ禍の影響により、税収が
大きく落ち込んだからです。
　家計でいう貯金にあたる「財政調整基金」の残高も3.7億円となり、災害
などの突発的な対応のため、今後、計画的に備えていくことが必要です。

返済額の70%が国からもらえる合併特例債を活用し、自治会活動や地域行事への助成、各種イベント
などに使える新たな基金をつくりました。

問
答
基金については返済及び活用計画を立て、進捗状況を議会に定期的に報告すべきでは。
予算、決算に合わせて公表、説明していく。

基金積立額 18億円
議案審議
より

※

※一般会計繰入金なし

だから

それは

なんで

「聖域なき事務事業の見直し」～見直しを進め、コツコツ貯めていきます～

3億円
2.5億円

38.1億円

34.3億円

34.4億円
35.3億円

60億円
54億円

22.8億円
13.7億円

27.3億円
29.4億円

53.7億円
51.7億円

54.6億円
58億円

5.6億円
5.5億円

16.1億円
14.7億円
17.5億円
17.5億円
18.8億円
18.9億円
20.9億円
19.8億円

37億円
35億円

3億円
5.7億円
4.1億円
3.8億円
6億円
6億円 
9.3億円
10.3億円

18.7億円
11.2億円 

137億円
130.6億円 

令和3年度 令和2年度 令和3年度 令和2年度

コロナ禍
等の影響
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度
は
大
半
が
中
止
だ
が
、
ワ
ク
チ

ン
等
に
よ
り
終
息
し
た
後
の
あ
り
方
は
。

実
行
委
員
と
共
に
開
催
方
法
を
含
め

て
考
え
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
後
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
ま
ち
づ

く
り
振
興
基
金
を
活
用
す
る
考
え
は
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
は
、
既
存
の

イ
ベ
ン
ト
を
始
め
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
新
た
な
展
開
に
有
効
活
用
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
活
動
で
き
る
団
体
、

で
き
な
い
団
体
が
あ
る
中
で
、
限
ら
れ
た
予

算
枠
の
中
で
実
績
に
応
じ
て
配
分
し
て
は
。

市
民
活
動
団
体
に
対
し
て
は
、
補
助

金
と
い
う
形
で
は
な
く
、
広
報
な
ど
活
動

の
支
援
に
注
力
し
て
い
き
た
い
。

道
路
改
良
工
事
に
つ
い
て
、
令
和
３
年

度
は
先
送
り
で
、
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
な
の
か
。

自
治
会
要
望
に
基
づ
く
道
路
改
良
工

事
は
先
送
り
だ
が
、
道
路
等
の
安
全
を
守

る
た
め
の
修
繕
費
用
等
は
一
定
の
予
算
を

確
保
し
て
い
る
。

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補

助
の
導
入
経
緯
は
。

自
転
車
乗
車
中
の
死
亡
者
数
の
66
％

が
頭
部
の
損
傷
が
原
因
。
今
年
度
、
県
が

自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
に

関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
予
定
に
伴
い
制

度
を
創
設
す
る
。

市
内
循
環
バ
ス
事
業
の
近
隣
市
町
へ

の
連
携
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
か
。

市
内
だ
け
の
移
動
が
市
外
に
も
バ
ス

を
利
用
し
て
行
っ
て
い
た
だ
け
る
環
境
に

な
っ
て
く
る
。

免
許
返
納
し
た
高
齢
者
の
外
出
機
会

を
拡
大
す
る
た
め
、
例
え
ば
議
会
だ
よ
り

に
き
た
バ
ス
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
つ
け
た
ら

ど
う
か
。

外
出
機
会
拡
大
な
ど
の
乗
車
率
向
上

に
つ
い
て
は
、
組
織
横
断
的
に
前
向
き
に

検
討
す
る
。

停
留
所
の
位
置
情
報
や
、
時
刻
表
を

Ｇ
Ｔ
Ｆ
Ｓ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
化
す
る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

民
間
検
索
サ
イ
ト
が
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
る
が
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
年
７
月
の
改
定
に
向
け
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
化
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ご
み
処
理
委
託
費
の
約
４
億
５
０
０

０
万
円
は
、
一
般
財
源
の
う
ち
金
額
が
一

番
大
き
い
。
こ
こ
に
手
が
入
れ
ら
れ
れ

ば
、
財
政
状
況
に
少
し
余
裕
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
家
庭
系
ご
み
１
人
１
日
当
た
り

の
平
均
が
５
３
９
グ
ラ
ム
だ
が
、
令
和
16

年
度
ま
で
に
４
４
０
グ
ラ
ム
ま
で
削
減
し

た
い
。
市
民
に
生
ご
み
の
水
切
り
や
３
Ｒ

の
徹
底
を
啓
発
し
て
い
く
。

財
政
状
況
が
厳
し
い
現
状
、
鉄
道
立

体
交
差
事
業
は
一
旦
見
直
し
が
必
要
で
は
。

鉄
道
立
体
交
差
事
業
及
び
関
連
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
も
行
財
政
改

革
、
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
む
。

弱
い
立
場
の
方
へ
の
支
援
を
削
っ
て

も
、
地
域
で
支
え
て
い
こ
う
と
い
う
考
え

方
が
市
民
と
共
有
で
き
る
の
か
。

財
政
的
に
非
常
に
厳
し
く
、
社
会
保

障
と
社
会
福
祉
事
業
を
し
っ
か
り
と
分
離

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
金
が
３
年
で

２
倍
、
３
倍
に
な
る
が
、
も
う
少
し
低
く

緩
や
か
に
で
き
な
い
か
。

国
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
護
者
負
担

を
、
運
営
費
の
50
％
が
適
正
だ
と
示
す
。

こ
れ
ま
で
大
変
低
く
し
て
い
た
た
め
に
上

が
り
幅
が
大
き
い
が
、
額
は
適
正
。

市
の
負
担
は

７
０
０
０
円
に
な
る
と
、
運
営
費
全

体
の
２
分
の
１
を
保
護
者
が
、
残
り
の
２

分
の
１
を
国
、
県
及
び
市
が
負
担
す
る
の

で
６
分
の
１
と
な
る
。

利
用
料
が
一
律
に
な
る
理
由
は
。

実
態
と
し
て
利
用
時
間
に
ほ
と
ん
ど

差
が
無
い
た
め
。

　
　
　
　
　
　
　

遺
児
手
当
に
つ
い
て
、
ひ
と
り
親
家

庭
は
コ
ロ
ナ
禍
で
支
援
す
べ
き
と
こ
ろ
を

削
減
す
る
理
由
は
。
　
　
　
　
　

国
は
近
年
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
を

充
実
さ
せ
て
い
る
。
市
は
、
真
に
必
要
な

方
へ
の
支
援
を
行
う
。

新
た
に
設
定
さ
れ
た
所
得
制
限
は
い

く
ら
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
童
扶
養
手
当
の
所
得
制
限
と
同
じ

に
設
定
。

憩
い
の
家
と
く
し
げ
は
、
財
政
的
に

維
持
で
き
る
規
模
に
縮
小
し
た
り
、
地
域

の
方
に
維
持
を
任
せ
て
は
。

有
効
活
用
が
で
き
る
か
を
含
め
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
相
談
す
る
。

東
公
民
館
を
地
域
の
小
さ
な
施
設
と

し
て
残
す
検
討
は
。
　
　
　
　
　
　
　
　

大
規
模
修
繕
が
必
要
な
ら
廃
止
と
い

う
事
は
平
成
24
年
の
公
共
施
設
管
理
運
営

の
見
直
し
で
決
ま
っ
て
い
た
。
　
　
　

定
期
利
用
団
体
の
受
け
皿
と
し
て
民

間
施
設
に
協
力
を
求
め
る
考
え
は
。
　
　

多
方
面
に
わ
た
り
活
動
場
所
を
探
せ

る
よ
う
後
方
支
援
し
て
い
く
。

問

問問問

答問問 答答

答答答問答

問答問答問答問答

問答問答

問答

問答問答

問答問答問答

問問 答

答

問答

問答問問 答

答

問答

予 算 特 集予 算 特 集 １１時間３０分超

きたバス

児童クラブ

東公民館

5 4議会だより Vol.75議会だより Vol.75



特
別
職
の
給
料
等
の
削
減
は
１
割
が

妥
当
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

管
理
職
手
当
や
一
般
職
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給
料
、
民

間
賃
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へ
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及
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れ
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現
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割
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縮
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検
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中
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進
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る
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を
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に
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の
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な
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が
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だ
け
の
移
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も
バ
ス

を
利
用
し
て
行
っ
て
い
た
だ
け
る
環
境
に

な
っ
て
く
る
。

免
許
返
納
し
た
高
齢
者
の
外
出
機
会

を
拡
大
す
る
た
め
、
例
え
ば
議
会
だ
よ
り

に
き
た
バ
ス
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
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け
た
ら

ど
う
か
。
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出
機
会
拡
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ど
の
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に
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い
て
は
、
組
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前
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に

検
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に
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に
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を
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て
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る
。
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理
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円
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般
財
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の
う
ち
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が
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大
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こ
に
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が
入
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ら
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ば
、
財
政
状
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に
少
し
余
裕
が
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る
の
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は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
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系
ご
み
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当
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り

の
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が
５
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ム
だ
が
、
令
和
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で
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ム
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し

た
い
。
市
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に
生
ご
み
の
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切
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や
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の
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を
啓
発
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い
く
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財
政
状
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が
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い
現
状
、
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差
事
業
は
一
旦
見
直
し
が
必
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で
は
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事
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及
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連
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を
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現
す
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た
め
に
も
行
財
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、
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政
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に
取
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組
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弱
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立
場
の
方
へ
の
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て

も
、
地
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で
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え
て
い
こ
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と
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う
考
え

方
が
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と
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で
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の
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。
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的
に
非
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に
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し
く
、
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保
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と
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会
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事
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を
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と
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。

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
金
が
３
年
で

２
倍
、
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緩
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に
で
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な
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は
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
護
者
負
担

を
、
運
営
費
の
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％
が
適
正
だ
と
示
す
。

こ
れ
ま
で
大
変
低
く
し
て
い
た
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め
に
上

が
り
幅
が
大
き
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が
、
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は
適
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。
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を
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の
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を
国
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担
す
る
の

で
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と
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。
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用
料
が
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律
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な
る
理
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は
。

実
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と
し
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利
用
時
間
に
ほ
と
ん
ど
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が
無
い
た
め
。
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児
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当
に
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、
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と
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コ
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禍
で
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す
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き
と
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を
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す
る
理
由
は
。
　
　
　
　
　

国
は
近
年
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
を

充
実
さ
せ
て
い
る
。
市
は
、
真
に
必
要
な

方
へ
の
支
援
を
行
う
。

新
た
に
設
定
さ
れ
た
所
得
制
限
は
い

く
ら
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
童
扶
養
手
当
の
所
得
制
限
と
同
じ

に
設
定
。

憩
い
の
家
と
く
し
げ
は
、
財
政
的
に

維
持
で
き
る
規
模
に
縮
小
し
た
り
、
地
域

の
方
に
維
持
を
任
せ
て
は
。

有
効
活
用
が
で
き
る
か
を
含
め
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
相
談
す
る
。

東
公
民
館
を
地
域
の
小
さ
な
施
設
と

し
て
残
す
検
討
は
。
　
　
　
　
　
　
　
　

大
規
模
修
繕
が
必
要
な
ら
廃
止
と
い

う
事
は
平
成
24
年
の
公
共
施
設
管
理
運
営

の
見
直
し
で
決
ま
っ
て
い
た
。
　
　
　

定
期
利
用
団
体
の
受
け
皿
と
し
て
民

間
施
設
に
協
力
を
求
め
る
考
え
は
。
　
　

多
方
面
に
わ
た
り
活
動
場
所
を
探
せ

る
よ
う
後
方
支
援
し
て
い
く
。

問

問問問

答問問 答答

答答答問答

問答問答問答問答

問答問答

問答

問答問答

問答問答問答

問問 答

答

問答

問答問問 答

答

問答

予 算 特 集予 算 特 集 １１時間３０分超

きたバス

児童クラブ

東公民館
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令和３年　　第１回定例会の結果
会期２６日間　２月２５日～３月２２日

今回の議案
条例の制定及び改正・・・・・・・・・・・・・１６件 補正予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５件
新年度予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７件 条例の廃止・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１件
人事案件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３件 条例の改正（議員提案）・・・・・・・・・・・・２件

全ての議案内容は、
北名古屋市ホームページの

「議案・請願とその審議結果」
をご覧ください。

今号では、
色の付いている議案を
ピックアップし

具体的にどう変わるのかを
（P8）に掲載しております。
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代
表
質
問
と
は

所
属
す
る
会
派
を
代
表
し
て
、市
政
全
般
に

わ
た
っ
て
、執
行
機
関(

市
長
な
ど)

に
質
問
す
る

こ
と
で
す
。代
表
質
問
は
、施
政
方
針
ま
た
は
所

信
表
明
の
行
わ
れ
る
定
例
会
で
行
わ
れ
ま
す
。

代
表
質
問
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
市
議
会
」か
ら『
議
会
録
画
中
継
』を
選
択
し
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

Pickup
国
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
伴
い
、
行
政
手
続
に
お
け
る
押
印
廃
止
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
議
員
提
案
に
よ
り
、
市
議
会
の
関
係
例
規
に
つ
い
て

必
要
な
改
正
を
進
め
ま
し
た
。

可決

Pickup

押
印
の
必
要
な
手
続
き
を
見
直
し
ま
し
た
。

代
表
質
問

代
表
質
問

質
問
会
派
３
会
派

令
和
３
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

市
政
ク
ラ
ブ
　
井
上
　
一
男

過
去
最
大
規
模
と
な
る
令
和
２
年
度
の
積

極
予
算
か
ら
一
転
、令
和
３
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
市
税
収
入
の

減
収
な
ど
の
理
由
か
ら
大
幅
な
縮
減
予
算
編

成
と
な
っ
て
い
る
。

予
算
編
成
内
容
に
つ
い
て
は
、財
政
運
営

が
安
定
的
か
つ
持
続
可
能
に
推
移
で
き
る
よ

う
事
務
事
業
の
見
直
し
が
図
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、財
源
不
足
は
解
消
さ
れ
ず
、今
後
、財

政
調
整
基
金
の
枯
渇
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、さ
ら
な
る
歳
出
削
減
を
図
り
、財
政
調
整

基
金
に
頼
ら
な
い
体
質
改
善
が
必
要
で
あ

る
。

1
　
行
財
政
改
革
の
取
組
に
つ
い
て

今
後
、中
期
財
政
計
画
の
方
針
の
下
に
、経

営
戦
略
の
視
点
を
持
っ
て
行
財
政
計
画
に
取

り
組
む
た
め
に
は
、縦
割
り
か
ら
横
断
的
な

行
政
へ
の
脱
皮
と
、人
材
育
成
を
兼
ね
備
え

た「
若
手
職
員
を
含
め
た
知
恵
を
出
す
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
」が
必
要
だ
と
考

え
る
。今
後
の
行
財
政
改
革
の
手
法
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

２
　
公
共
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て

当
初
予
算
案
で
は
、東
公
民
館
、西
図
書
館

な
ど
公
共
施
設
の
廃
止
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、今
後
の
計
画
が
不
明
で
市
民
か
ら
は
不

安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
、扶
助
費
を
は
じ

め
と
し
た
歳
出
増
加
が
迫
っ
て
お
り
、ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
捉
え
れ
ば
公
共
施
設
の
統
廃
合
は

今
が
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
る
が
、今

後
の
統
廃
合
の
予
定
と
市
民
へ
の
説
明
は
。

３
　
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て

施
政
方
針
で「
歳
出
削
減
を
伴
う
行
政
改

革
に
当
た
り
、市
民
に
痛
み
を
与
え
る
負
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
」と
の
表
現
が
あ
っ
た
。　

　
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
と
財
政
危
機
と
い
う
二

重
の
苦
し
い
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、将
来
の
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
夢
と
希
望
の
持
て
る
ビ

ジ
ョ
ン
を
市
長
自
ら
語
る
べ
き
で
は
。

こ
れ
ま
で
時
代
の
流
れ
を
見
つ
め
、時
代

に
あ
っ
た
施
策
を
推
し
進
め
て
き
た
が
、こ

こ
数
年
の
行
財
政
状
況
に
鑑
み
る
と
、多
少

の
無
理
を
し
て
で
も
市
民
の
要
望
に
応
え
る

た
め
の
施
策
を
推
進
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済

活
動
の
悪
化
や
予
想
以
上
の
税
収
不
足
は
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
。

1
　
行
財
政
改
革
の
取
組
に
つ
い
て

今
後
も
引
き
続
き
行
政
改
革
を
進
め
る
中

で
、新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置

を
含
め
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、進
捗
状
況
を
市
議
会
、行
政
改
革

委
員
会
、そ
し
て
市
民
に
情
報
共
有
し
て
い

く
。

２
　
公
共
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て

既
存
施
策
の
選
択
と
集
中
の
観
点
か
ら
保

育
園
の
統
合
を
、民
営
化
に
よ
っ
て
効
率
的

な
運
営
と
す
べ
く
積
極
的
に
進
め
て
い
く

が
、市
民
の
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
担
う

公
共
施
設
の
統
廃
合
は
、引
き
続
き
慎
重
に

対
応
し
て
い
く
。

３
　
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て

保
育
園
の
民
営
化
の
推
進
に
よ
る
歳
出
削

減
に
努
め
る
と
と
も
に
、沖
村
西
部
地
区
で

の
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
創
出
、法
人
市

民
税
の
法
人
割
に
お
け
る
超
過
税
率
の
引
上

げ
な
ど
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
に
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

市
長
と
し
て
、市
民
に
対
し
て
自
ら
説
明

し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、市
民
の
集
ま
る
機
会
を
捉
え
、自
ら

の
言
葉
で
、こ
の
難
局
を
一
緒
に
乗
り
越
え

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
も
伝
え
て
い
き
た

い
。

市
長

請願書、陳情書
の提出に係る請
願者の押印。
紹介議員の記名
押印。

請願者の押印を
不要とする。
紹介議員の記名
押 印 を 不 要 と
し、署名とする。
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と
と
も
に
、沖
村
西
部
地
区
で

の
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
創
出
、法
人
市

民
税
の
法
人
割
に
お
け
る
超
過
税
率
の
引
上

げ
な
ど
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
に
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

市
長
と
し
て
、市
民
に
対
し
て
自
ら
説
明

し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、市
民
の
集
ま
る
機
会
を
捉
え
、自
ら

の
言
葉
で
、こ
の
難
局
を
一
緒
に
乗
り
越
え

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
も
伝
え
て
い
き
た

い
。

市
長

請願書、陳情書
の提出に係る請
願者の押印。
紹介議員の記名
押印。

請願者の押印を
不要とする。
紹介議員の記名
押 印 を 不 要 と
し、署名とする。
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西図書館

市
長

市
長

令
和
３
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
　
渡
邉
　
麻
衣
子

合
併
に
よ
り
北
名
古
屋
市
が
誕
生
し
て
１５

年
、師
勝
町
、西
春
町
の
公
共
施
設
を
維
持
し

な
が
ら
福
祉
と
子
育
て
の
ま
ち
づ
く
り
が
進

ん
で
き
た
。

１
　
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

合
併
の
特
例
期
間
が
終
わ
る
に
つ
れ
、地

方
債
残
高
は
積
み
上
が
る
一
方
で
地
方
交
付

税
は
急
速
に
減
少
し
、厳
し
い
現
実
が
現
れ

て
き
た
。減
収
の
分
析
を
正
し
く
示
し
た
上

で
、今
後
ど
の
よ
う
に
財
源
を
確
保
し
、ど
の

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
か
。ま
た
、

こ
の
厳
し
い
財
政
状
況
は
い
つ
ま
で
続
く
見

通
し
か
。

２
　
地
方
財
政
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て

厳
し
い
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、地
方
財

政
を
抑
制
す
る
国
の
方
針
が
市
政
に
及
ぼ
す

影
響
は
大
き
い
。国
の
動
向
を
具
体
的
に
つ

か
ん
で
、ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
を
示
す
べ

き
で
は
。

３
　
地
域
経
済
情
勢
や
市
内
の
景
気
動
向
に

つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
休
廃
業
す
る
企
業
が
増
え
、

雇
用
の
悪
化
が
進
ん
で
い
る
が
、市
と
し
て

ど
の
よ
う
に
実
態
を
把
握
し
、分
析
し
て
い

る
か
。ま
た
、追
加
経
済
対
策
と
中
小
企
業
や

業
者
を
応
援
す
る
地
域
循
環
型
経
済
対
策
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

４
　
本
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

新
年
度
の
施
政
方
針
は
、本
市
が
掲
げ
る

基
本
理
念
の
実
現
性
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
減

速
し
て
し
ま
う
。合
併
時
に
目
指
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

５
　
西
図
書
館
の
廃
止
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
の
暮
ら
し
が
苦
し
い

中
、急
速
な
事
業
削
減
計
画
は
十
分
に
市
民

の
思
い
を
つ
か
む
べ
き
。特
に
西
図
書
館
の

廃
止
は
市
民
の
意
見
を
聞
く
間
も
な
く
方
針

を
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
。市
の
現
状
を
知

ら
せ
、市
民
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
考
え
は
。

６
　
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
経
費
削
減
に

つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
本
市
の
よ
う
に
大
幅
に
事
業

カ
ッ
ト
す
る
自
治
体
は
な
い
。公
共
は
社
会

で
必
要
な
も
の
を
皆
で
出
し
合
い
、お
金
の

あ
る
な
し
に
関
係
な
く
利
用
で
き
る
こ
と
に

意
義
が
あ
る
が
、そ
こ
に
終
わ
り
の
な
い
経

費
削
減
を
当
て
は
め
て
い
い
の
か
。本
来
の

地
方
財
政
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

１
　
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

現
在
整
備
を
進
め
て
い
る
沖
村
西
部
土
地

区
画
整
理
事
業
に
伴
う
企
業
誘
致
に
よ
る
税

収
の
確
保
、国
・
県
の
補
助
金
等
の
積
極
的

な
活
用
な
ど
歳
入
の
確
保
に
努
め
、先
を
見

据
え
な
が
ら
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。ま

た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、

社
会
が
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
か
ら
財
政
状

況
の
見
通
し
は
困
難
な
状
況
。

２
　
地
方
財
政
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て

国
と
地
方
の
役
割
を
明
確
に
し
、適
切
か

つ
十
分
な
財
源
の
支
援
を
全
国
市
長
会
等
を

通
じ
て
要
請
し
、実
情
に
合
っ
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
。

３
　
地
域
経
済
情
勢
や
市
内
の
景
気
動
向
に

つ
い
て

業
種
、業
態
に
よ
っ
て
格
差
は
あ
る
が
、大

変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。商
工
会
で

は
、地
域
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
立
ち
上

げ
に
よ
り
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
礎
を
構
築

し
た
。こ
の
仕
組
み
を
有
効
に
活
用
し
地
域

経
済
の
循
環
に
期
待
す
る
。

４
　
本
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

課
題
に
優
先
順
位
を
つ
け
、選
択
と
集
中

を
確
実
に
行
い
、次
世
代
へ
の
道
筋
を
つ
け

て
い
く
。ま
ず
は
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

す
べ
き
。

５
　
西
図
書
館
の
廃
止
に
つ
い
て

事
務
事
業
の
見
直
し
の
観
点
か
ら
行
政
改

革
推
進
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討
し
て

き
た
。今
後
は
新
し
い
北
名
古
屋
市
図
書
館

と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
再
編
し
て
い
く
。

６
　
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
経
費
削
減
に

つ
い
て

苦
渋
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
の
予
算
編
成
で

あ
る
こ
と
を
理
解
い
た
だ
く
中
で
、人
を
育

み
共
に
生
き
る
社
会
へ
と
市
民
意
識
を
高
揚

さ
せ
て
い
け
る
よ
う
取
組
む
。

令
和
３
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て公明

党
　
猶
木
　
義
郎

1
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い
て

多
く
の
市
民
は
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
に
向
け

一
日
も
早
い
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
希
望
の
道
筋

を
求
め
て
い
る
。ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
計

画
と
見
通
し
は
。

２
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
市
の
課
題
に
つ

い
て市

長
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、そ
の
課

題
へ
の
対
応
は
。

３
　「
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」に
つ
い
て

 

・ 

民
営
化
を
含
め
た
今
後
の
幼
保
環
境
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

 

・ 

継
続
的
に
大
き
な
財
政
負
担
と
な
る
子
ど

も
医
療
費
の
無
料
化
に
対
す
る
市
長
の
思
い

は
。

 

・ 

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
開
所
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
拡
充
に
よ
り
、利
用
者
、家
族
に
と
っ
て

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
が
、

今
後
の
取
組
は
。

 

・ 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の「
産

後
ケ
ア
」事
業
は
子
育
て
に
悩
む
親
に
と
っ

て「
実
家
に
代
わ
る
機
能
」と
な
る
が
、医
療

機
関
と
の
連
携
や
取
組
は
。

４
　「
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫

る
ま
ち
」に
つ
い
て

情
報
機
器
を
児
童
・
生
徒
、先
生
が
十
分

に
活
用
で
き
る
環
境
の
整
備
が
重
要
。さ
ら

に
学
習
が
深
ま
る
よ
う
支
援
を
。

５
　「
安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
」に
つ
い
て

地
域
強
靱
化
計
画
の
策
定
を
進
め
、よ
り

実
践
的
な
防
災
訓
練
の
実
施
を
。災
害
時
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
や
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
、地
域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
組
織
の
充

実
に
支
援
を
。

６
　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
へ
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
市
政

運
営
に
つ
い
て

行
財
政
改
革
と
自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
の
結
び
つ

き
、デ
ジ
タ
ル
に
関
わ
る
人
材
育
成
を
含
め

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
問
う
。

１
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い
て

国
、県
の
指
示
に
基
づ
き
効
率
的
な
接
種

実
施
に
向
け
、情
報
提
供
を
適
切
に
行
う
。

２
　
現
況
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
市
の
課

題
に
つ
い
て

極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、経
営
的
視
点
か
ら
行
財
政

運
営
に
向
け
た
改
革
を
積
極
的
に
推
し
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

３
　「
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」に
つ
い
て

 

・ 

地
域
の
実
状
を
踏
ま
え
、質
の
高
い
教
育
・

保
育
の
総
合
的
な
提
供
を
進
め
て
い
く
。

 

・ 

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
は
、今
後
も
持
続

可
能
な
施
策
と
し
て
い
き
た
い
。

 

・ 

障
害
者
や
高
齢
者
を
支
え
る
体
制
は
、基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
委
託
事
業
者
を
指
導
、

支
援
し
て
い
く
。

 

・ 

産
後
ケ
ア
は
、状
況
に
応
じ
て
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
、医
療
機

関
、関
係
機
関
と
連
携
し
、地
域
で
孤
立
し
な

い
よ
う
な
支
援
を
進
め
る
。

４
　「
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫

る
ま
ち
」に
つ
い
て

機
器
の
効
果
的
な
活
用
を
推
進
す
る
た
め

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
す
る
。オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
授
業
の
配
信
等
の
環
境
づ
く
り
に
着
手

し
て
お
り
、今
後
さ
ら
に
学
び
を
支
え
る
体

制
を
充
実
・
強
化
し
て
い
く
。

５
　「
安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
」に
つ
い
て

地
域
強
靱
化
計
画
の
策
定
に
早
急
に
取
り

組
む
。防
災
訓
練
は
、引
き
続
き
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
情
報
発
信
に
努
め
、地
区
防
災
計
画

策
定
に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
む
。

６
　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
へ
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
市
政

運
営
に
つ
い
て

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
徹
底
し
、人
材
育

成
や
、調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。
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西図書館

市
長

市
長

令
和
３
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
　
渡
邉
　
麻
衣
子

合
併
に
よ
り
北
名
古
屋
市
が
誕
生
し
て
１５

年
、師
勝
町
、西
春
町
の
公
共
施
設
を
維
持
し

な
が
ら
福
祉
と
子
育
て
の
ま
ち
づ
く
り
が
進

ん
で
き
た
。

１
　
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

合
併
の
特
例
期
間
が
終
わ
る
に
つ
れ
、地

方
債
残
高
は
積
み
上
が
る
一
方
で
地
方
交
付

税
は
急
速
に
減
少
し
、厳
し
い
現
実
が
現
れ

て
き
た
。減
収
の
分
析
を
正
し
く
示
し
た
上

で
、今
後
ど
の
よ
う
に
財
源
を
確
保
し
、ど
の

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
か
。ま
た
、

こ
の
厳
し
い
財
政
状
況
は
い
つ
ま
で
続
く
見

通
し
か
。

２
　
地
方
財
政
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て

厳
し
い
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、地
方
財

政
を
抑
制
す
る
国
の
方
針
が
市
政
に
及
ぼ
す

影
響
は
大
き
い
。国
の
動
向
を
具
体
的
に
つ

か
ん
で
、ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
を
示
す
べ

き
で
は
。

３
　
地
域
経
済
情
勢
や
市
内
の
景
気
動
向
に

つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
休
廃
業
す
る
企
業
が
増
え
、

雇
用
の
悪
化
が
進
ん
で
い
る
が
、市
と
し
て

ど
の
よ
う
に
実
態
を
把
握
し
、分
析
し
て
い

る
か
。ま
た
、追
加
経
済
対
策
と
中
小
企
業
や

業
者
を
応
援
す
る
地
域
循
環
型
経
済
対
策
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

４
　
本
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

新
年
度
の
施
政
方
針
は
、本
市
が
掲
げ
る

基
本
理
念
の
実
現
性
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
減

速
し
て
し
ま
う
。合
併
時
に
目
指
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

５
　
西
図
書
館
の
廃
止
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
の
暮
ら
し
が
苦
し
い

中
、急
速
な
事
業
削
減
計
画
は
十
分
に
市
民

の
思
い
を
つ
か
む
べ
き
。特
に
西
図
書
館
の

廃
止
は
市
民
の
意
見
を
聞
く
間
も
な
く
方
針

を
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
。市
の
現
状
を
知

ら
せ
、市
民
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
考
え
は
。

６
　
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
経
費
削
減
に

つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
本
市
の
よ
う
に
大
幅
に
事
業

カ
ッ
ト
す
る
自
治
体
は
な
い
。公
共
は
社
会

で
必
要
な
も
の
を
皆
で
出
し
合
い
、お
金
の

あ
る
な
し
に
関
係
な
く
利
用
で
き
る
こ
と
に

意
義
が
あ
る
が
、そ
こ
に
終
わ
り
の
な
い
経

費
削
減
を
当
て
は
め
て
い
い
の
か
。本
来
の

地
方
財
政
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

１
　
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

現
在
整
備
を
進
め
て
い
る
沖
村
西
部
土
地

区
画
整
理
事
業
に
伴
う
企
業
誘
致
に
よ
る
税

収
の
確
保
、国
・
県
の
補
助
金
等
の
積
極
的

な
活
用
な
ど
歳
入
の
確
保
に
努
め
、先
を
見

据
え
な
が
ら
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。ま

た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、

社
会
が
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
か
ら
財
政
状

況
の
見
通
し
は
困
難
な
状
況
。

２
　
地
方
財
政
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て

国
と
地
方
の
役
割
を
明
確
に
し
、適
切
か

つ
十
分
な
財
源
の
支
援
を
全
国
市
長
会
等
を

通
じ
て
要
請
し
、実
情
に
合
っ
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
。

３
　
地
域
経
済
情
勢
や
市
内
の
景
気
動
向
に

つ
い
て

業
種
、業
態
に
よ
っ
て
格
差
は
あ
る
が
、大

変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。商
工
会
で

は
、地
域
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
立
ち
上

げ
に
よ
り
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
礎
を
構
築

し
た
。こ
の
仕
組
み
を
有
効
に
活
用
し
地
域

経
済
の
循
環
に
期
待
す
る
。

４
　
本
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

課
題
に
優
先
順
位
を
つ
け
、選
択
と
集
中

を
確
実
に
行
い
、次
世
代
へ
の
道
筋
を
つ
け

て
い
く
。ま
ず
は
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

す
べ
き
。

５
　
西
図
書
館
の
廃
止
に
つ
い
て

事
務
事
業
の
見
直
し
の
観
点
か
ら
行
政
改

革
推
進
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討
し
て

き
た
。今
後
は
新
し
い
北
名
古
屋
市
図
書
館

と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
再
編
し
て
い
く
。

６
　
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
経
費
削
減
に

つ
い
て

苦
渋
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
の
予
算
編
成
で

あ
る
こ
と
を
理
解
い
た
だ
く
中
で
、人
を
育

み
共
に
生
き
る
社
会
へ
と
市
民
意
識
を
高
揚

さ
せ
て
い
け
る
よ
う
取
組
む
。

令
和
３
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て公明

党
　
猶
木
　
義
郎

1
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い
て

多
く
の
市
民
は
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
に
向
け

一
日
も
早
い
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
希
望
の
道
筋

を
求
め
て
い
る
。ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
計

画
と
見
通
し
は
。

２
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
市
の
課
題
に
つ

い
て市

長
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、そ
の
課

題
へ
の
対
応
は
。

３
　「
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」に
つ
い
て

 

・ 

民
営
化
を
含
め
た
今
後
の
幼
保
環
境
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

 

・ 

継
続
的
に
大
き
な
財
政
負
担
と
な
る
子
ど

も
医
療
費
の
無
料
化
に
対
す
る
市
長
の
思
い

は
。

 

・ 

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
開
所
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
拡
充
に
よ
り
、利
用
者
、家
族
に
と
っ
て

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
が
、

今
後
の
取
組
は
。

 

・ 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の「
産

後
ケ
ア
」事
業
は
子
育
て
に
悩
む
親
に
と
っ

て「
実
家
に
代
わ
る
機
能
」と
な
る
が
、医
療

機
関
と
の
連
携
や
取
組
は
。

４
　「
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫

る
ま
ち
」に
つ
い
て

情
報
機
器
を
児
童
・
生
徒
、先
生
が
十
分

に
活
用
で
き
る
環
境
の
整
備
が
重
要
。さ
ら

に
学
習
が
深
ま
る
よ
う
支
援
を
。

５
　「
安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
」に
つ
い
て

地
域
強
靱
化
計
画
の
策
定
を
進
め
、よ
り

実
践
的
な
防
災
訓
練
の
実
施
を
。災
害
時
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
や
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
、地
域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
組
織
の
充

実
に
支
援
を
。

６
　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
へ
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
市
政

運
営
に
つ
い
て

行
財
政
改
革
と
自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
の
結
び
つ

き
、デ
ジ
タ
ル
に
関
わ
る
人
材
育
成
を
含
め

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
問
う
。

１
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い
て

国
、県
の
指
示
に
基
づ
き
効
率
的
な
接
種

実
施
に
向
け
、情
報
提
供
を
適
切
に
行
う
。

２
　
現
況
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
市
の
課

題
に
つ
い
て

極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、経
営
的
視
点
か
ら
行
財
政

運
営
に
向
け
た
改
革
を
積
極
的
に
推
し
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

３
　「
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」に
つ
い
て

 

・ 

地
域
の
実
状
を
踏
ま
え
、質
の
高
い
教
育
・

保
育
の
総
合
的
な
提
供
を
進
め
て
い
く
。

 

・ 

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
は
、今
後
も
持
続

可
能
な
施
策
と
し
て
い
き
た
い
。

 

・ 

障
害
者
や
高
齢
者
を
支
え
る
体
制
は
、基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
委
託
事
業
者
を
指
導
、

支
援
し
て
い
く
。

 

・ 

産
後
ケ
ア
は
、状
況
に
応
じ
て
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
、医
療
機

関
、関
係
機
関
と
連
携
し
、地
域
で
孤
立
し
な

い
よ
う
な
支
援
を
進
め
る
。

４
　「
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫

る
ま
ち
」に
つ
い
て

機
器
の
効
果
的
な
活
用
を
推
進
す
る
た
め

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
す
る
。オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
授
業
の
配
信
等
の
環
境
づ
く
り
に
着
手

し
て
お
り
、今
後
さ
ら
に
学
び
を
支
え
る
体

制
を
充
実
・
強
化
し
て
い
く
。

５
　「
安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
」に
つ
い
て

地
域
強
靱
化
計
画
の
策
定
に
早
急
に
取
り

組
む
。防
災
訓
練
は
、引
き
続
き
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
情
報
発
信
に
努
め
、地
区
防
災
計
画

策
定
に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
む
。

６
　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
へ
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
市
政

運
営
に
つ
い
て

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
徹
底
し
、人
材
育

成
や
、調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。
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一
般
質
問
と
は

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。今
回
の一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　
一
般
質
問
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
市
議
会
」か
ら『
議
会
録
画
中
継
』を
選
択
し
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

税

FOODBANK

福祉

教育

財務

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
議
員
８
人

質
問
18
項
目

コ
ロ
ナ
禍
で
「
新
し
い
日
常
」
と
い
う

言
葉
が
生
ま
れ
て
、
間
も
な
く
１
年
が
経

つ
。
今
ま
で
の
文
化
や
制
度
、
法
律
に
大

き
な
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

市
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
は
、
所

得
や
事
業
者
の
売
上
げ
に
影
響
を
受
け
る

た
め
、
昨
年
は
特
別
定
額
給
付
金
や
持
続

化
給
付
金
な
ど
国
の
政
策
で
得
ら
れ
た
部

分
も
あ
る
。
一
方
で
固
定
資
産
税
、
都
市

計
画
税
は
所
得
や
売
上
げ
に
左
右
さ
れ
な

い
が
、
行
政
が
財
政
的
に
苦
し
い
と
き
は

納
税
者
も
苦
し
い
。

一
律
に
税
率
や
賦
課
額
を
調
整
し
て
決

定
す
る
独
自
の
施
策
を
折
り
込
ん
だ
賦
課

が
法
的
に
可
能
な
の
か
、
将
来
に
向
け
て

の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

固
定
資
産
税
は
応
益
原
則
に
基
づ
き
そ

の
資
産
価
値
に
応
じ
て
課
税
す
る
財
産
税

で
あ
り
、
所
有
者
の
収
入
に
関
わ
ら
ず
課

税
が
さ
れ
る
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済
低
迷
の
影
響

に
よ
り
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
た
中
小
事

業
者
に
対
し
て
は
軽
減
措
置
の
特
例
を
設

け
て
い
る
。
こ
の
特
例
措
置
に
伴
う
市
財

政
の
減
収
分
は
全
額
国
か
ら
補
填
が
さ
れ

る
。地

方
税
法
で
は
各
市
町
村
は
条
例
で
固

定
資
産
税
の
標
準
税
率
と
異
な
る
税
率
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
の
重
要
な

財
源
と
し
て
、
独
自
の
軽
減
を
行
う
こ
と

は
非
常
に
難
し
い
。

■
空
家
対
策
に
つ
い
て

大
野
　厚
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
土
地
の

固
定
資
産
税
の
賦
課
に
つ
い
てそ

の
他
の
質
問

税
務
課
長

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
長
期
化
す
る

中
、
増
加
す
る
生
活
困
窮
者
の
自
立
に
向

け
た
支
援
の
中
で
、
命
綱
と
な
る
の
が
食

料
支
援
で
あ
り
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
応
急

的
支
援
と
、
自
立
相
談
支
援
の
両
輪
で
生

活
困
窮
者
の
自
立
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願

う
。家

庭
等
で
手
つ
か
ず
の
食
品
を
持
ち
寄

り
、
必
要
な
方
に
届
け
る
「
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
」
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
複
数
の
課
題
に
貢

献
す
る
活
動
で
は
あ
る
も
の
の
、
開
催
場

所
の
確
保
な
ど
課
題
も
あ
る
た
め
、
ま
ず

は
公
共
施
設
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
モ
デ
ル
と
し
て
開
催
す
る
こ
と

で
、
広
く
市
民
に
周
知
し
、
活
動
の
輪
を

大
き
く
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

①
　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
開
催
と
今
後
の

取
組
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

②
　
啓
発
と
広
報
の
積
極
的
な
実
施
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

①
　
生
活
困
窮
者
支
援
以
外
に
、
子
ど
も

食
堂
や
外
国
人
へ
の
支
援
な
ど
安
心
を
届

け
る
活
動
で
あ
り
、
市
内
で
も
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ク
ラ
ブ
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
民
間
の
動

き
も
耳
に
す
る
。
場
所
の
確
保
も
含
め
、

関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
研
究
に

努
め
る
。

②
　
市
内
で
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
展
開
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
を
含
め
、
啓
発
を

検
討
し
て
い
く
。

■
災
害
時
用
備
蓄
食
料
の
有
効
活
用
に
つ
い

て

間
宮
　文
枝
（
公
明
党
）

生
活
困
窮
者
等
へ
の
食
料
支
援
事
業
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

昨
今
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
伴

い
、
児
童
・
生
徒
の
課
題
も
多
様
化
、
複

雑
化
し
て
お
り
、
弾
力
的
で
特
色
あ
る
教

育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
、
平
成
28
年
に
教
育
基

本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
施
行
し

新
し
い
時
代
の
義
務
教
育
、
学
校
制
度
の

方
向
性
と
し
て
「
義
務
教
育
学
校
」
と
「
小

中
一
貫
校
」
を
制
度
化
し
た
。

県
下
で
も
取
組
が
進
む
中
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
や
教
育
目
標
、
学
校
行
事
が
合
同
で

実
施
で
き
る
「
併
設
型
小
中
一
貫
教
育
」

の
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

本
市
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
小
学

校
か
ら
中
学
校
へ
の
円
滑
な
接
続
を
目
指

し
た
「
小
中
連
携
教
育
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

併
設
型
小
中
一
貫
教
育
は
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
を
基
盤
と
し
、
教
職
員
で
構
成
す

る
小
中
一
貫
教
育
推
進
会
議
を
設
置
し
て

の
協
議
を
行
い
、
ま
た
中
学
校
区
合
同
学

校
運
営
委
員
会
を
設
置
し
て
、
基
本
的
な

方
針
を
承
認
し
、
質
の
高
い
教
育
の
提
供

と
学
力
の
保
障
を
責
務
と
し
て
取
り
組
む

も
の
で
、
令
和
３
年
度
を
準
備
期
間
と
し

て
、
令
和
４
年
度
を
め
ど
に
導
入
し
て
い

く
。

■
少
人
数
学
級
に
つ
い
て

■
本
市
の
今
後
の
教
育
像
に
つ
い
て

神
田
　薫
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

併
設
型
小
中
一
貫
教
育
へ
の
対
応
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

教
育
長

生
活
保
護
室
長
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一
般
質
問
と
は

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。今
回
の一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　
一
般
質
問
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
市
議
会
」か
ら『
議
会
録
画
中
継
』を
選
択
し
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

税

FOODBANK

福祉

教育

財務

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
議
員
８
人

質
問
18
項
目

コ
ロ
ナ
禍
で
「
新
し
い
日
常
」
と
い
う

言
葉
が
生
ま
れ
て
、
間
も
な
く
１
年
が
経

つ
。
今
ま
で
の
文
化
や
制
度
、
法
律
に
大

き
な
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

市
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
は
、
所

得
や
事
業
者
の
売
上
げ
に
影
響
を
受
け
る

た
め
、
昨
年
は
特
別
定
額
給
付
金
や
持
続

化
給
付
金
な
ど
国
の
政
策
で
得
ら
れ
た
部

分
も
あ
る
。
一
方
で
固
定
資
産
税
、
都
市

計
画
税
は
所
得
や
売
上
げ
に
左
右
さ
れ
な

い
が
、
行
政
が
財
政
的
に
苦
し
い
と
き
は

納
税
者
も
苦
し
い
。

一
律
に
税
率
や
賦
課
額
を
調
整
し
て
決

定
す
る
独
自
の
施
策
を
折
り
込
ん
だ
賦
課

が
法
的
に
可
能
な
の
か
、
将
来
に
向
け
て

の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

固
定
資
産
税
は
応
益
原
則
に
基
づ
き
そ

の
資
産
価
値
に
応
じ
て
課
税
す
る
財
産
税

で
あ
り
、
所
有
者
の
収
入
に
関
わ
ら
ず
課

税
が
さ
れ
る
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済
低
迷
の
影
響

に
よ
り
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
た
中
小
事

業
者
に
対
し
て
は
軽
減
措
置
の
特
例
を
設

け
て
い
る
。
こ
の
特
例
措
置
に
伴
う
市
財

政
の
減
収
分
は
全
額
国
か
ら
補
填
が
さ
れ

る
。地

方
税
法
で
は
各
市
町
村
は
条
例
で
固

定
資
産
税
の
標
準
税
率
と
異
な
る
税
率
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
の
重
要
な

財
源
と
し
て
、
独
自
の
軽
減
を
行
う
こ
と

は
非
常
に
難
し
い
。

■
空
家
対
策
に
つ
い
て

大
野
　厚
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
土
地
の

固
定
資
産
税
の
賦
課
に
つ
い
てそ

の
他
の
質
問

税
務
課
長

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
長
期
化
す
る

中
、
増
加
す
る
生
活
困
窮
者
の
自
立
に
向

け
た
支
援
の
中
で
、
命
綱
と
な
る
の
が
食

料
支
援
で
あ
り
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
応
急

的
支
援
と
、
自
立
相
談
支
援
の
両
輪
で
生

活
困
窮
者
の
自
立
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願

う
。家

庭
等
で
手
つ
か
ず
の
食
品
を
持
ち
寄

り
、
必
要
な
方
に
届
け
る
「
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
」
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
複
数
の
課
題
に
貢

献
す
る
活
動
で
は
あ
る
も
の
の
、
開
催
場

所
の
確
保
な
ど
課
題
も
あ
る
た
め
、
ま
ず

は
公
共
施
設
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
モ
デ
ル
と
し
て
開
催
す
る
こ
と

で
、
広
く
市
民
に
周
知
し
、
活
動
の
輪
を

大
き
く
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

①
　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
開
催
と
今
後
の

取
組
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

②
　
啓
発
と
広
報
の
積
極
的
な
実
施
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

①
　
生
活
困
窮
者
支
援
以
外
に
、
子
ど
も

食
堂
や
外
国
人
へ
の
支
援
な
ど
安
心
を
届

け
る
活
動
で
あ
り
、
市
内
で
も
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ク
ラ
ブ
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
民
間
の
動

き
も
耳
に
す
る
。
場
所
の
確
保
も
含
め
、

関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
研
究
に

努
め
る
。

②
　
市
内
で
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
展
開
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
を
含
め
、
啓
発
を

検
討
し
て
い
く
。

■
災
害
時
用
備
蓄
食
料
の
有
効
活
用
に
つ
い

て

間
宮
　文
枝
（
公
明
党
）

生
活
困
窮
者
等
へ
の
食
料
支
援
事
業
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

昨
今
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
伴

い
、
児
童
・
生
徒
の
課
題
も
多
様
化
、
複

雑
化
し
て
お
り
、
弾
力
的
で
特
色
あ
る
教

育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
、
平
成
28
年
に
教
育
基

本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
施
行
し

新
し
い
時
代
の
義
務
教
育
、
学
校
制
度
の

方
向
性
と
し
て
「
義
務
教
育
学
校
」
と
「
小

中
一
貫
校
」
を
制
度
化
し
た
。

県
下
で
も
取
組
が
進
む
中
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
や
教
育
目
標
、
学
校
行
事
が
合
同
で

実
施
で
き
る
「
併
設
型
小
中
一
貫
教
育
」

の
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

本
市
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
小
学

校
か
ら
中
学
校
へ
の
円
滑
な
接
続
を
目
指

し
た
「
小
中
連
携
教
育
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

併
設
型
小
中
一
貫
教
育
は
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
を
基
盤
と
し
、
教
職
員
で
構
成
す

る
小
中
一
貫
教
育
推
進
会
議
を
設
置
し
て

の
協
議
を
行
い
、
ま
た
中
学
校
区
合
同
学

校
運
営
委
員
会
を
設
置
し
て
、
基
本
的
な

方
針
を
承
認
し
、
質
の
高
い
教
育
の
提
供

と
学
力
の
保
障
を
責
務
と
し
て
取
り
組
む

も
の
で
、
令
和
３
年
度
を
準
備
期
間
と
し

て
、
令
和
４
年
度
を
め
ど
に
導
入
し
て
い

く
。

■
少
人
数
学
級
に
つ
い
て

■
本
市
の
今
後
の
教
育
像
に
つ
い
て

神
田
　薫
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

併
設
型
小
中
一
貫
教
育
へ
の
対
応
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

教
育
長

生
活
保
護
室
長
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市民健康

総務 福祉

教育

市
民
活
動
推
進
課
長

市
民
健
康
部
次
長

社
会
生
活
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
中

だ
か
ら
こ
そ
、
身
近
な
人
に
声
を
か
け
、
話

を
聞
い
て
必
要
な
支
援
へ
つ
な
ぐ
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
と
し
て
の
意
識
を
、
多
く
の
市

民
の
方
に
持
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

る
。コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
特
に
若
者
や
子

ど
も
の
自
殺
が
増
え
て
い
る
事
に
心
を
痛

め
て
い
る
。
小
さ
な
サ
イ
ン
か
ら
一
人
で

も
多
く
の
命
を
救
う
取
組
を
進
め
て
ほ
し

い
。

①
　
心
の
ケ
ア
、
自
殺
対
策
の
取
組
現
状

は
。

②
　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
の
状
況
は
。

③
　
市
民
を
対
象
に
し
た
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
講
座
、
動
画
配
信
や
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

④
　
市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

団
体
な
ど
養
成
講
座
を
拡
大
す
る
考
え

は
。

①
　
心
の
健
康
相
談
日
（
月
１
回
）
、
家

庭
訪
問
・
所
内
面
接
（
随
時
）
、
育
児
中

の
ス
ト
レ
ス
軽
減
を
目
的
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
、
睡
眠
研
修
会
の
実
施
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
導

入
な
ど
、
専
門
機
関
に
つ
な
が
る
体
制
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

②
　
教
職
員
、
職
員
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ

年
１
回
講
座
を
開
催
、
延
べ
４
７
５
名
受
講

③
　
動
画
配
信
は
養
成
者
拡
大
に
有
効
な

手
段
で
あ
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は
講

座
の
性
質
上
難
し
い
と
考
え
る
。
先
進
地

の
取
組
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

④
　
民
生
委
員
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
、
自

治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
地
域
で
活
動
す
る
方

に
啓
発
し
て
い
く
。

■
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
つ
い
て

■
多
様
な
人
材
が
選
挙
に
立
候
補
で
き
る
環

境
に
つ
い
て 上

野
　雅
美
（
無
会
派
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
心
の
ケ
ア
・
自
殺
対
策

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

厚生労働省HPより

D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
の
予
防
・
啓
発
に
つ
い
て
伺
う
。

①
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
市
の
D
V
の

相
談
件
数
の
推
移
は
。

②
　
D
V
事
案
庁
内
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
状
況
と
、
D
V
対
策
庁
内
連
絡
会
議

の
開
催
状
況
は
。

③
　
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
D
V
相
談
を

ど
こ
の
専
門
機
関
に
繋
げ
ば
良
い
か
分
ら

な
か
っ
た
と
の
回
答
が
約
21
％
あ
っ
た

が
、
改
善
さ
れ
て
い
る
か
。

④
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
D
V
に
関

す
る
行
政
手
続
き
が
必
要
な
情
報
を
同
一

ペ
ー
ジ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
は
。

⑤
　
近
隣
市
町
の
N
P
O
法
人
の
相
談
窓

口
も
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

⑥
　
市
職
員
や
市
民
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
等

の
開
催
状
況
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
。

①
　
令
和
元
年
度
は
26
世
帯
。
今
年
度
は

１
月
現
在
で
41
世
帯
と
増
加
し
て
い
る
。

②
　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
毎
年
更

新
し
て
、
全
庁
的
に
共
有
し
て
い
る
。

D
V
対
策
庁
内
連
絡
会
議
は
毎
年
２
回
程

度
開
催
し
て
い
る
。

③
　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
よ
る
周
知
や
、

D
V
対
策
庁
内
連
絡
会
議
に
お
け
る
情
報

共
有
に
よ
り
改
善
さ
れ
て
い
る
と
考
え

る
。

④
　
情
報
を
検
索
し
や
す
い
よ
う
、
掲
載

す
る
情
報
の
集
約
に
つ
い
て
、
今
後
関
係

課
と
検
討
し
て
い
く
。

⑤
　
市
の
窓
口
で
民
間
相
談
窓
口
も
掲
載

さ
れ
た
啓
発
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
る
。

⑥
　
取
組
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て
も
関
係
団
体
等
と

協
力
し
検
討
し
て
い
く
。

齊
藤
　裕
美
（
公
明
党
）

Ｄ
Ｖ
の
予
防
・
啓
発
に
つ
い
て

DV相談ナビ

主
体
的
に
自
立
し
て
思
考
す
る
人
間
の

教
育
が
進
め
ら
れ
る
中
、
画
一
的
な
制
服

は
必
須
な
の
か
。

ま
た
、
性
同
一
性
障
害
へ
の
対
応
や
、
厳

寒
期
に
お
け
る
ス
カ
ー
ト
の
機
能
性
、
高
価

な
ど
の
問
題
も
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
一
番
身
近
な
課
題
で
あ
る
服
装
（
校

則
）
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
は
、
主
権

者
教
育
と
し
て
自
由
に
つ
い
て
学
ぶ
良
い

機
会
と
な
り
、
様
々
な
場
面
で
リ
ア
ル
な

体
験
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
に
資
す
る
の
で

は
。中

学
校
制
服
の
自
由
化
を
含
め
た
制
服

の
見
直
し
、
点
検
・
評
価
は
、
制
服
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
制
服
を
自
分
達
の
も

の
と
し
て
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を

養
う
自
律
化
に
つ
な
が
り
、
生
徒
の
主
体

性
を
培
う
機
会
に
な
る
と
考
え
る
。
し
か

し
、
中
学
生
は
第
二
次
反
抗
期
で
あ
り
依

存
と
独
立
が
心
の
中
で
激
し
く
葛
藤
し
て

過
度
に
情
緒
的
に
反
応
を
示
す
時
期
で
あ

る
た
め
、
制
服
を
含
め
た
校
則
問
題
に
ど

う
対
応
す
る
の
が
適
切
か
、
難
し
い
判
断

を
各
中
学
校
は
、
日
々
求
め
ら
て
い
る
。

校
長
は
じ
め
教
師
は
、
学
校
全
体
及
び
一

人
一
人
の
状
況
を
見
取
り
、
自
律
化
に
向

け
、
必
要
な
指
導
・
支
援
を
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
微
妙
な
課
題
で
あ
り
、
当
事

者
や
家
族
へ
の
配
慮
な
ど
慎
重
に
対
応

し
、
支
援
を
し
て
い
る
。

■
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
進
捗
な
ら

び
に
運
用
に
つ
い
て

桂
川
　将
典
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

中
学
校
制
服
の
自
由
化
に
つ
い
てそ

の
他
の
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
経
済
は
疲
弊
し
、
労
働
者
の
失
業
、

収
入
の
減
少
で
生
活
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。生

活
保
護
の
申
請
に
お
い
て
、
扶
養
照

会
が
相
談
者
に
と
っ
て
の
高
い
ハ
ー
ド
ル

に
な
っ
て
い
る
。
「
家
族
や
親
族
に
知
ら

れ
た
く
な
い
、
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
な

ど
の
理
由
で
申
請
を
た
め
ら
う
人
も
い

る
。「

民
法
に
定
め
る
扶
養
は
保
護
に
優
先

す
る
」
と
い
う
補
足
性
の
原
理
が
生
活
保

護
法
に
は
あ
る
が
「
保
護
の
要
件
」
で
は

な
い
。
ま
た
、
近
親
者
に
扶
養
義
務
が
あ

る
人
が
い
て
も
、
生
活
保
護
法
第
77
条
に

基
づ
き
、
そ
の
近
親
者
に
対
し
て
事
後
的

に
費
用
を
請
求
で
き
る
。

扶
養
照
会
は
大
変
な
労
力
で
あ
る
。
ま

ず
は
相
談
者
の
尊
厳
を
尊
重
し
早
期
の
保

護
受
給
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

厚
生
労
働
省
の
通
知
に
基
づ
き
生
活
保

護
に
お
け
る
扶
養
照
会
を
実
施
し
て
い
る

が
、
急
迫
し
た
事
由
の
あ
る
場
合
に
は
速

や
か
に
保
護
の
開
始
を
行
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
即
日
の
保
護
開
始
決
定
は
難
し
い

状
況
の
中
で
、
必
要
に
応
じ
て
社
会
福
祉

協
議
会
の
「
は
あ
と
資
金
」
や
食
糧
支
援

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
日
々
の
食
費
な

ど
に
困
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
対
応
し
て

い
る
。

■
柔
軟
な
対
応
で
生
活
保
護
受
給
を

川
渕
　康
宏
（
日
本
共
産
党
）

相
談
者
の
尊
厳
を
尊
重
し
た
生
活
保
護
受
給
を

そ
の
他
の
質
問

生
活
保
護
室
長

教
育
長
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市民健康

総務 福祉

教育

市
民
活
動
推
進
課
長

市
民
健
康
部
次
長

社
会
生
活
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
中

だ
か
ら
こ
そ
、
身
近
な
人
に
声
を
か
け
、
話

を
聞
い
て
必
要
な
支
援
へ
つ
な
ぐ
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
と
し
て
の
意
識
を
、
多
く
の
市

民
の
方
に
持
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

る
。コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
特
に
若
者
や
子

ど
も
の
自
殺
が
増
え
て
い
る
事
に
心
を
痛

め
て
い
る
。
小
さ
な
サ
イ
ン
か
ら
一
人
で

も
多
く
の
命
を
救
う
取
組
を
進
め
て
ほ
し

い
。

①
　
心
の
ケ
ア
、
自
殺
対
策
の
取
組
現
状

は
。

②
　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
の
状
況
は
。

③
　
市
民
を
対
象
に
し
た
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
講
座
、
動
画
配
信
や
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

④
　
市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

団
体
な
ど
養
成
講
座
を
拡
大
す
る
考
え

は
。

①
　
心
の
健
康
相
談
日
（
月
１
回
）
、
家

庭
訪
問
・
所
内
面
接
（
随
時
）
、
育
児
中

の
ス
ト
レ
ス
軽
減
を
目
的
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
、
睡
眠
研
修
会
の
実
施
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
導

入
な
ど
、
専
門
機
関
に
つ
な
が
る
体
制
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

②
　
教
職
員
、
職
員
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ

年
１
回
講
座
を
開
催
、
延
べ
４
７
５
名
受
講

③
　
動
画
配
信
は
養
成
者
拡
大
に
有
効
な

手
段
で
あ
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は
講

座
の
性
質
上
難
し
い
と
考
え
る
。
先
進
地

の
取
組
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

④
　
民
生
委
員
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
、
自

治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
地
域
で
活
動
す
る
方

に
啓
発
し
て
い
く
。

■
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
つ
い
て

■
多
様
な
人
材
が
選
挙
に
立
候
補
で
き
る
環

境
に
つ
い
て 上

野
　雅
美
（
無
会
派
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
心
の
ケ
ア
・
自
殺
対
策

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

厚生労働省HPより

D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
の
予
防
・
啓
発
に
つ
い
て
伺
う
。

①
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
市
の
D
V
の

相
談
件
数
の
推
移
は
。

②
　
D
V
事
案
庁
内
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
状
況
と
、
D
V
対
策
庁
内
連
絡
会
議

の
開
催
状
況
は
。

③
　
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
D
V
相
談
を

ど
こ
の
専
門
機
関
に
繋
げ
ば
良
い
か
分
ら

な
か
っ
た
と
の
回
答
が
約
21
％
あ
っ
た

が
、
改
善
さ
れ
て
い
る
か
。

④
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
D
V
に
関

す
る
行
政
手
続
き
が
必
要
な
情
報
を
同
一

ペ
ー
ジ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
は
。

⑤
　
近
隣
市
町
の
N
P
O
法
人
の
相
談
窓

口
も
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

⑥
　
市
職
員
や
市
民
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
等

の
開
催
状
況
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
。

①
　
令
和
元
年
度
は
26
世
帯
。
今
年
度
は

１
月
現
在
で
41
世
帯
と
増
加
し
て
い
る
。

②
　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
毎
年
更

新
し
て
、
全
庁
的
に
共
有
し
て
い
る
。

D
V
対
策
庁
内
連
絡
会
議
は
毎
年
２
回
程

度
開
催
し
て
い
る
。

③
　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
よ
る
周
知
や
、

D
V
対
策
庁
内
連
絡
会
議
に
お
け
る
情
報

共
有
に
よ
り
改
善
さ
れ
て
い
る
と
考
え

る
。

④
　
情
報
を
検
索
し
や
す
い
よ
う
、
掲
載

す
る
情
報
の
集
約
に
つ
い
て
、
今
後
関
係

課
と
検
討
し
て
い
く
。

⑤
　
市
の
窓
口
で
民
間
相
談
窓
口
も
掲
載

さ
れ
た
啓
発
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
る
。

⑥
　
取
組
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て
も
関
係
団
体
等
と

協
力
し
検
討
し
て
い
く
。

齊
藤
　裕
美
（
公
明
党
）

Ｄ
Ｖ
の
予
防
・
啓
発
に
つ
い
て

DV相談ナビ

主
体
的
に
自
立
し
て
思
考
す
る
人
間
の

教
育
が
進
め
ら
れ
る
中
、
画
一
的
な
制
服

は
必
須
な
の
か
。

ま
た
、
性
同
一
性
障
害
へ
の
対
応
や
、
厳

寒
期
に
お
け
る
ス
カ
ー
ト
の
機
能
性
、
高
価

な
ど
の
問
題
も
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
一
番
身
近
な
課
題
で
あ
る
服
装
（
校

則
）
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
は
、
主
権

者
教
育
と
し
て
自
由
に
つ
い
て
学
ぶ
良
い

機
会
と
な
り
、
様
々
な
場
面
で
リ
ア
ル
な

体
験
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
に
資
す
る
の
で

は
。中

学
校
制
服
の
自
由
化
を
含
め
た
制
服

の
見
直
し
、
点
検
・
評
価
は
、
制
服
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
制
服
を
自
分
達
の
も

の
と
し
て
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を

養
う
自
律
化
に
つ
な
が
り
、
生
徒
の
主
体

性
を
培
う
機
会
に
な
る
と
考
え
る
。
し
か

し
、
中
学
生
は
第
二
次
反
抗
期
で
あ
り
依

存
と
独
立
が
心
の
中
で
激
し
く
葛
藤
し
て

過
度
に
情
緒
的
に
反
応
を
示
す
時
期
で
あ

る
た
め
、
制
服
を
含
め
た
校
則
問
題
に
ど

う
対
応
す
る
の
が
適
切
か
、
難
し
い
判
断

を
各
中
学
校
は
、
日
々
求
め
ら
て
い
る
。

校
長
は
じ
め
教
師
は
、
学
校
全
体
及
び
一

人
一
人
の
状
況
を
見
取
り
、
自
律
化
に
向

け
、
必
要
な
指
導
・
支
援
を
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
微
妙
な
課
題
で
あ
り
、
当
事

者
や
家
族
へ
の
配
慮
な
ど
慎
重
に
対
応

し
、
支
援
を
し
て
い
る
。

■
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
進
捗
な
ら

び
に
運
用
に
つ
い
て

桂
川
　将
典
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

中
学
校
制
服
の
自
由
化
に
つ
い
てそ

の
他
の
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
経
済
は
疲
弊
し
、
労
働
者
の
失
業
、

収
入
の
減
少
で
生
活
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。生

活
保
護
の
申
請
に
お
い
て
、
扶
養
照

会
が
相
談
者
に
と
っ
て
の
高
い
ハ
ー
ド
ル

に
な
っ
て
い
る
。
「
家
族
や
親
族
に
知
ら

れ
た
く
な
い
、
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
な

ど
の
理
由
で
申
請
を
た
め
ら
う
人
も
い

る
。「

民
法
に
定
め
る
扶
養
は
保
護
に
優
先

す
る
」
と
い
う
補
足
性
の
原
理
が
生
活
保

護
法
に
は
あ
る
が
「
保
護
の
要
件
」
で
は

な
い
。
ま
た
、
近
親
者
に
扶
養
義
務
が
あ

る
人
が
い
て
も
、
生
活
保
護
法
第
77
条
に

基
づ
き
、
そ
の
近
親
者
に
対
し
て
事
後
的

に
費
用
を
請
求
で
き
る
。

扶
養
照
会
は
大
変
な
労
力
で
あ
る
。
ま

ず
は
相
談
者
の
尊
厳
を
尊
重
し
早
期
の
保

護
受
給
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

厚
生
労
働
省
の
通
知
に
基
づ
き
生
活
保

護
に
お
け
る
扶
養
照
会
を
実
施
し
て
い
る

が
、
急
迫
し
た
事
由
の
あ
る
場
合
に
は
速

や
か
に
保
護
の
開
始
を
行
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
即
日
の
保
護
開
始
決
定
は
難
し
い

状
況
の
中
で
、
必
要
に
応
じ
て
社
会
福
祉

協
議
会
の
「
は
あ
と
資
金
」
や
食
糧
支
援

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
日
々
の
食
費
な

ど
に
困
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
対
応
し
て

い
る
。

■
柔
軟
な
対
応
で
生
活
保
護
受
給
を

川
渕
　康
宏
（
日
本
共
産
党
）

相
談
者
の
尊
厳
を
尊
重
し
た
生
活
保
護
受
給
を

そ
の
他
の
質
問

生
活
保
護
室
長

教
育
長
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総務

　令和３年第１回臨時会が２月８
日に招集され、右記の議案を審議
し、原案のとおり可決しました。
　　　　　　　　

市
長

令和２年度北名古屋市一般会計補
正予算（第７号）について

議案第１号

令和３年第１回臨時会報告

注意事項
※アプリは無料で利用できますが、通信料がかかります。（通
信機器のご利用プランごとに異なります。）

※アプリ画面上に表示される広告は、株式会社ホープが募集
し掲載しているもので、その内容は北名古屋市議会とは関
係ありません。

利用方法
１　下の2次元バーコードから、またはApp StoreやGoogle playにて「マチイロ」と検索し

て、アプリをダウンロードしてください。
２　インストールした後、性別、生年月日、お住いの地域などの個人設定を行ってください。

議会だよりがアプリで読めます

ios版 Android版

インターネットで議会の録画中継や議案の審議結果など様々な情報が見られます

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら

　是非、この機会に市民の皆様のアクセスを
お待ちしております。

※通信料等はご利用者
　負担となります。

北名古屋市議会 検 索

本会議・委員会開催日（P18定例会の予定
参考）に、市役所東庁舎４階東エレベーター
前で傍聴受付を行います。
本会議の受付時間は、本会議、委員会とも

会議開始３０分前からとなります。

本会議・委員会を傍聴してみませんか

※委員会は先着１０名となりますので
　ご了承ください。 第１委員会室本会議場

「Ｎatural Color」
普段当たり前に見ている植物。植物は、必死に生きていて、沢山の魅力に
溢れている。
その中で、植物の持つ色に着目した。採集し、植物から染料を作り、紙を染
色した。
緑色とイメージすることが多いが、それぞれが持つ自然から生まれた美し

い色を見てもらい、こんなにも自然の中には沢山の色があると気づいてもらいたい。たくましく生
きている植物に目を向け、知らなかった、当たり前に見ていたものの美しさ、大切さを感じてもらい
たい。

表紙紹介 堂上 未来さん（名古屋芸術大学）

（作者近影）

その他たくさんの
貴重なご意見、ご提案を
いただきました。

今後の議会運営に役立てて
いきたいと思います。

市議会モニター意見箱
～第1回 定例会～

ご
意
見
箱 傍聴資料のおかげで

議会がわかりやすかった。

質問における
市の回答は一

部

抽象的で具体
性に欠ける。

案件によって
は難しいこと

も

理解できるが
、

できる限り努
力されたい

経費削減のためにも
市職員の会議出席者を
減らしてはどうか。

本
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
近
隣
市
町
と

比
較
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
、
働
く
女
性

に
優
し
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
が
県
内
１
位
だ

と
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
実
際

は
脆
弱
な
財
政
基
盤
の
ま
ま
合
併
特
例
債

を
使
い
切
り
箱
物
を
作
っ
た
こ
と
で
財
政

危
機
に
陥
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

長
期
的
に
は
扶
助
費
の
増
大
、
公
共
施

設
の
統
廃
合
に
対
す
る
対
応
、
地
方
交
付

税
の
減
額
、
短
期
的
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
導
入
に
伴
う
人
件
費
増
も
財
政
危
機
の

原
因
と
考
え
ら
れ
る
が
、
県
内
類
似
団
体

と
比
較
し
て
も
公
債
費
の
増
大
に
よ
っ
て

本
市
の
み
が
危
機
的
状
況
と
な
っ
て
い

る
。持

続
可
能
性
が
危
ぶ
ま
れ
る
本
市
の
財

政
状
況
の
中
、
新
市
建
設
計
画
で
想
定
し

て
い
た
公
共
施
設
の
統
廃
合
が
よ
う
や
く

始
め
ら
れ
、
市
民
に
も
不
満
・
不
安
が
広

が
っ
て
い
る
が
、
経
営
責
任
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。
ま
た
、
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
市
の
財
政
は
耐
え

ら
れ
る
か
。

令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
は

大
変
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
選
択
と

集
中
を
着
実
に
実
施
し
な
が
ら
行
政
運
営

に
努
め
る
。
東
海
豪
雨
に
直
接
対
応
し
た

当
時
も
財
政
面
で
は
大
変
厳
し
か
っ
た
が

発
生
し
た
場
合
は
、
被
災
者
に
寄
り
添
う

取
組
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
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民
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命
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史
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総務

　令和３年第１回臨時会が２月８
日に招集され、右記の議案を審議
し、原案のとおり可決しました。
　　　　　　　　

市
長

令和２年度北名古屋市一般会計補
正予算（第７号）について

議案第１号

令和３年第１回臨時会報告

注意事項
※アプリは無料で利用できますが、通信料がかかります。（通
信機器のご利用プランごとに異なります。）

※アプリ画面上に表示される広告は、株式会社ホープが募集
し掲載しているもので、その内容は北名古屋市議会とは関
係ありません。

利用方法
１　下の2次元バーコードから、またはApp StoreやGoogle playにて「マチイロ」と検索し

て、アプリをダウンロードしてください。
２　インストールした後、性別、生年月日、お住いの地域などの個人設定を行ってください。

議会だよりがアプリで読めます

ios版 Android版

インターネットで議会の録画中継や議案の審議結果など様々な情報が見られます

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら

　是非、この機会に市民の皆様のアクセスを
お待ちしております。

※通信料等はご利用者
　負担となります。

北名古屋市議会 検 索

本会議・委員会開催日（P18定例会の予定
参考）に、市役所東庁舎４階東エレベーター
前で傍聴受付を行います。
本会議の受付時間は、本会議、委員会とも

会議開始３０分前からとなります。

本会議・委員会を傍聴してみませんか

※委員会は先着１０名となりますので
　ご了承ください。 第１委員会室本会議場

「Ｎatural Color」
普段当たり前に見ている植物。植物は、必死に生きていて、沢山の魅力に
溢れている。
その中で、植物の持つ色に着目した。採集し、植物から染料を作り、紙を染
色した。
緑色とイメージすることが多いが、それぞれが持つ自然から生まれた美し

い色を見てもらい、こんなにも自然の中には沢山の色があると気づいてもらいたい。たくましく生
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表紙紹介 堂上 未来さん（名古屋芸術大学）

（作者近影）

その他たくさんの
貴重なご意見、ご提案を
いただきました。

今後の議会運営に役立てて
いきたいと思います。

市議会モニター意見箱
～第1回 定例会～

ご
意
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く
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介
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れ
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政
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ま
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併
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箱
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財
政
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っ
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に
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れ
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話
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北名古屋市議会だより vol.75

編 集 後 記

令和３年第２回定例会の予定

≪皆様の声をお聞かせください≫
議会だよりをより充実させるため、皆様からの
ご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

議会事務局

新型コロナウイルス感染拡大により、緊急事態宣言が出され、外出もできず不自由な
生活をされたことと思います。そして、未だ終息しておりません。そんな中、令和３年
度予算編成にあたり、個人市民税の減収等により、厳しい予算となっていますが、議会
として、市民生活に影響が出ないか等、様々な角度から行政に質問をしました。その内
容を特集で掲載しておりますので、皆様のお声をお聞かせください。
今後も、より多くの方に読んでいただけるよう、充実した紙面づくり、工夫を重ねて
まいりますので、よろしくお願いします。

第1回定例会の結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P．6 一般質問・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P．8
市議会モニター意見箱・傍聴案内・・・・P．17 第２回定例会の予定、編集後記・・・・・・・P．18
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名古屋芸術大学 芸術学科
２０２０年度 卒業制作
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特集 極めて厳しい予算　持続可能な財政運営へ…………………………Ｐ．2
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